
平成27年度

”どうなん・追分シーニックバイウェイルート”

活動報告

１．ルート運営活動計画の進捗状況
２．活動団体の活動状況及び課題
３．ルート運営活動計画の推進体制の状況及び課題
４．ルート運営行政連絡会議の取組状況及び課題



１．ルート運営活動計画の進捗状況

報告者：どうなん追分シーニックバイウェイ代表　北島孝雄 報告年月日：2016/3/31

活動名 主催 活動実施日 参加人数 総括

江差椴川沿清掃活動(シーニック清掃活
動期間）

当ルート
4/19

（4/15～4/29）
35名

※一般参加は若干名

シーニックデッキ
シーニックカフェ申請

当ルート 9月末 -

サラキ岬球根植え 咸臨丸とサラキ岬に夢みる会 10/31 110名
※内訳不明

第5回江差北前のひな語り 歴まち商店街協同組合 2/1～4/3 不明

VPパーキング申請 当ルート 準備中 -

木古内チューリップフェア 実行委員会 5/9 50名
※一般参加は若干名

奥尻ﾑｰﾝﾗｲﾄマラソン 実行委員会 6/27 不明

かがり火コンサート 実行委員会 7/4
200名

主催者:50名
一般参加:150名

松前あじさい祭 実行委員会 8/4
150名

主催者:20名
一般参加:130名

江差ガイアナイト 歴まち商店街協同組合 8/15 30名
※一般参加は若干名

咸臨丸ﾌｫｰｴﾊﾞｰ2015 咸臨丸とサラキ岬に夢みる会 9/20 30名
※一般参加は若干名

クリスマスキャンドル上ノ国町 上ノ国町 12/24
80名

主催者:30名
一般参加:50名

江差年越し 歴まち商店街協同組合 12/31 100名
※内訳不明

みそぎ祭り 木古内町観光協会 1/14 600名
※内訳不明

厚沢部バレンタインミニライブ 厚沢部観光協会 2/13
50名

主催者:20名
一般参加:30名

活動状況
資料番号

ルート名称：どうなん追分シーニックバイウェイルート

ルート（エリア）運営活動計画方針 ルート（エリア）運営活動計画活動内容

H２７

「どうなん追分シーニックdeナイト」プロジェクト

景観
・ビュースポットの発信と維持活動

「ビューポイントパワーアップ」プロジェクト



１．ルート運営活動計画の進捗状況

報告者：どうなん追分シーニックバイウェイ代表　北島孝雄 報告年月日：2016/3/31ルート名称：どうなん追分シーニックバイウェイルート

H２７

第20回殿様街道春 千軒地域活性化実行委員会 5/5
80名

主催者:30名
一般参加:50名

学習会 当ルート 6/13 28名

津軽ヒバサミット開催 歴まち商店街協同組合 9/26・27 70名
※内訳不明

ワークショップ 当ルート 10/8 24名

第21回殿様街道秋 千軒地域活性化実行委員会 10/25
50名

主催者:25名
一般参加:25名

学習会 当ルート 6/13 28名

ワークショップ 当ルート 10/8 24名

北海道新幹線開業
のろし上げ

実行委員会 3/26
120名

主催者:30名
一般参加:90名

学習会 当ルート 6/13 28名

学習会 当ルート 1/25 30名 A - 2

・情報共有と情報受発信の相乗効果 － － － － －

ｳｪﾙｶﾑ北海道新幹線ｼｰﾆｯｸdeﾅｲﾄ
ｷｬﾝﾄﾞﾙ製作会

実行委員会 3/5
70名

主催者:30名
一般参加:40名

ｳｪﾙｶﾑ北海道新幹線ｼｰﾆｯｸdeﾅｲﾄ 実行委員会 3/26 不明

「歴史の道掘り起こし」プロジェクト
北海道新幹線開業
のろし上げ

実行委員会 3/26
120名

主催者:30名
一般参加:90名

「どうなんの食北のどんぶり」プロジェクト
北海道新幹線開業記念イベント食と文化
のフェスティバル

実行委員会 3/26・27 不明

千軒そば花観賞会 実行委員会 8/30 150名
※内訳不明

津軽ヒバサミット開催 歴まち商店街協同組合 9/26・27 70名
※内訳不明

・各地域の観光イベントの連携 － － － － －

観光

・北海道新幹線開業に向けた対応と取組

「どうなん追分シーニックdeナイト」プロジェクト

「おもてなしガイド」プロジェクト

地域づくり

「歴史の道掘り起こし」プロジェクト

・地域の食と産業を楽しむ体験観光づくり 「教育体験観光呼込み」プロジェクト

・交流人口を高める人材の育成

・どうなんの「道」の宝探し、歴史・文化をたどる連携と
活用

「どうなんフットパス・ロード」プロジェクト

A - 1



どうなん追分シーニックバイウェイルート

活動名：北海道新幹線開業時のルートの取組

A - 1

【概要】北海道新幹線開業時に新幹線が停まる木古内駅があることからルートとして９町連携、函館・大沼・噴火湾ルート

との連携、日本風景街道あおもり松前街道推進協議会との連携事業が行われ、活動を通じ交流を深めて行く。

●北海道新幹線木古内駅開業記念イベント食と文化のフェスティバル 【 9町 連携事業 】

【日時】平成28年３月26日（土）9：50～16：00 ・27日（日）10：00～16：00

【場所】木古内駅南口 【主催】北海道新幹線木古内駅開業記念事業実行委員会

【参加者】9町観光協会ほか各町行政 （全体参加者人数不明）

●ウェルカム北海道新幹線開業～3.26メモリアル～シーニックdeナイト 【 函館・大沼・噴火湾ルート 連携事業 】

【日時】平成28年３月26日（土）19：00～22：30

【場所】木古内駅南口 【主催】ウェルカム北海道新幹線開業シーニックdeナイト実行委員会

【参加者】実行委員会（部会８団体）中心にルート活動団体スタッフ約35名 （全体参加者人数不明）

●北海道新幹線開業記念のろし上げセレモニー 【あおもり松前街道推進協議会日本風景街道 連携事業】

【日時】平成28年３月26日（土）12：20～15：00

【場所】福島町日向地区 【主催】北海道新幹線開業記念福島町のろし上げ実行委員会

【参加者】全体参加者人数 約120名）

食と文化のﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ ９町連携 ｳｪﾙｶﾑｼｰﾆｯｸdeﾅｲﾄ 函館ﾙｰﾄ連携 のろし上げｾﾚﾓﾆｰ 青森日本風景街道連携



どうなん追分シーニックバイウェイルート

活動名：「学習会」おもてなしについてのルートの取組

A - 1

【概要】ルートでは年に2～3回「学習会」を開催している。本年度は指定ルートの認証を受け、初めて

の開催にあたって、運営活動計画のプロジェクトに則し、北海道新幹線開業を目前に「おもてな

し」をテーマに活動団体としてのお話を函館・大沼・噴火湾ルート事務局長 折谷氏に講演して

頂きました。また、函館・大沼・噴火湾ルートの役員、鎌鹿氏と坪井氏にも参加頂き、道南地域

2ルート連携意識の向上を図った。

●学習会 「心が伝わるおもてなし」 函館・大沼・噴火湾ルート事務局長 折谷久美子氏

【日時】平成28年1月25日（月）

【場所】道の駅みそぎの郷きこない会議室

【参加者】30名



３．ルート運営活動計画の推進体制の状況及び課題

報告者：どうなん追分シーニックバイウェイ代表　北島孝雄

基本方針 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 備考

ルート運営代表者会議
●

1/25第3回

幹事会

部会
●

1/28キャンド
ル

●
2/26キャンド

ル

●
3/24キャンド

ル

その他
●

12/21事務局
打合

基本方針 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 備考

行政連絡会議の実施

今年度12月21日に指
定認定。それ以降の会
議についてのみ記載。

ルート名称：どうなん追分シーニックバイウェイルート 報告者：函館開発建設部 報告年月：2016/3/31

ルート名称：どうなん追分シーニックバイウェイルート 報告年月：2016/3/31

活動団体

　木古内商工会／木古内町観光協会／咸臨丸とサラキ岬に夢みる会／木古内町駅前中央商店街組合／知内商工会／知内観光協会／フロンティア２１／福島町商工会／福島町観光協会
福島町千軒地域活性化実行委員会／かがり火コンサート実行委員会／松前商工会／松前観光協会／江差町歴まち商店街協同組合／江差商工会／江差観光コンベンション協会
江差追分会／追分ソーランラインサイクリング実行委員会／ハートランドフェリー㈱／上ノ国町商工会／上ノ国町観光協会／厚沢部商工会／厚沢部町観光協会
乙部商工会／奥尻商工会／奥尻島観光協会／函館バス㈱

ルート運営体制（活動団体）



４．ルート運営行政連絡会議の取組状況及び課題

ルート名称：どうなん追分シーニックバイウェイルート

ルート（エリア）運営活動計画方針 平成２７年度の活動内容 活動実施日 実施機関 成果及び課題 総括 活動No

江差椴川沿い清掃活動
平成27年4月19日
※シーニック清掃活動

期間4/15～4/29
函館開発建設部

国道228号沿い江差町椴川で行われた清掃活動に参加。また、
春の全道一斉活動として、本局のＨＰを介して広報を行った。行
政連絡会議のネットワークを活かしたさらなる活動ＰＲ、参加呼び
かけが課題。

-

かがり火コンサート 平成27年7月4日 函館開発建設部

かがり火コンサートと併せて行われたキャンドルの設置・点灯に
参加。また、報道各社への投げ込み、部ＨＰへの情報掲載を行っ
た。行政連絡会議のネットワークを活かしたさらなる活動ＰＲ、参
加呼びかけが課題。

-

サラキ岬球根植え 平成27年10月31日 函館開発建設部
国道228号沿い木古内町サラキ岬で行われた球根植えに参加。
行政連絡会議のネットワークを活かしたさらなる活動ＰＲ、参加
呼びかけが課題。

-

江差ガイアナイト 平成27年8月15日 函館開発建設部
江差町いにしえ街道で行われたキャンドルの設置・点灯に参加。
行政連絡会議のネットワークを活かしたさらなる活動ＰＲ、参加
呼びかけが課題。

-

咸臨丸フォーエバー2015 平成27年9月20日 函館開発建設部
咸臨丸のメモリアルイベントと併せて行われたキャンドルの設置・
点灯に参加。行政連絡会議のネットワークを活かしたさらなる活
動ＰＲ、参加呼びかけが課題。

-

学習会 平成27年6月13日
函館開発建設部、渡島総合振興局、木古内
町、松前町、福島町

ルート代表者会議と併せて行われた学習会（講話・意見交換）に
ルートのメンバーとともに参加。今後、行政連絡会議からの参加
をさらに促進していきたい。

-

ワークショップ 平成27年10月8日
函館開発建設部、渡島総合振興局、檜山振興
局、江差町

ルート代表者会議と併せて行われたワークショップ（地域資源掘
り起こし等）にルートのメンバーとともに参加。今後、行政連絡会
議からの参加をさらに促進していきたい。

-

交流人口を高める人材の育成 学習会 平成28年1月26日
函館開発建設部、渡島総合振興局、檜山振興
局、木古内町、福島町

ルート代表者会議と併せて行われた学習会（講話・意見交換）に
ルートのメンバーとともに参加。今後、行政連絡会議からの参加
をさらに促進していきたい。なお、この学習会には「函館・大沼・
噴火湾ルート」からも３名が参加し、ルート間の交流促進が図ら
れた。

A-2

情報共有と情報受発信の相乗
効果

- - - - -

報告者：函館開発建設部 報告年月：2016/3/31

景観
ビュースポットの発信と維持活
動

どうなんの「道」の宝探し、歴史・
文化をたどる連携と活用

地域

行政連絡会議のネット
ワークを活かしたさらな
る活動ＰＲ、参加呼びか
けを行っていきたい。

行政連絡会議からの参
加をさらに促進し、ルー
ト活動に対して効果的
なサポート行っていきた
い。



ルート（エリア）運営活動計画方針 平成２７年度の活動内容 活動実施日 実施機関 成果及び課題 総括 活動No

ウェルカム北海道新幹線シー
ニックdeナイトキャンドル製作
体験会

平成28年3月5日 函館開発建設部、渡島総合振興局

「ウェルカム北海道新幹線シーニックdeナイト」で使用する1,300
本のキャンドルを製作する体験会に参加。会場設営、キャンドル
製作の裏方作業などで支援。今後また同様の機会があれば、行
政連絡会議のネットワークを活かしたさらなる活動ＰＲ、参加呼び
かけを行いたい。

A-1

ウェルカム北海道新幹線シー
ニックdeナイト

平成28年3月26日 函館開発建設部、渡島総合振興局、福島町

新幹線開業日の夜に木古内駅で行われた「ウェルカム北海道新
幹線シーニックdeナイト」に参加し、キャンドルの設置・点灯、お
客様の出迎え等を地域の方々と一体となって実施。今後また同
様の機会があれば、行政連絡会議のネットワークを活かしたさら
なる活動ＰＲ、参加呼びかけを行いたい。

-

地域の食と産業を楽しむ体験観
光づくり

- - - - -

各地域の観光イベントの連携 - - - - -

北海道新幹線に向けた対応と取
組

行政連絡会議のネット
ワークを活かしたさらな
る活動ＰＲ、参加呼びか
けを行っていきたい。

観光
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